
「重点目標に係る学校評価」（令和３年度末） R1 R2

評点 評点 評点 4 3 2 1 0 1年 2年 3年 評価 結果分析([･」で示す）と改善の方向(｢○｣で示す) 評価 コメント

教員
教育活動全体を通して、主体的に学ぼうとする意欲や粘り強く取り組む姿勢を育成することがで
きたか。

2.7 2.7 2.9 10 1

生徒 あなたは、学校生活を通して、自ら考え、自ら行動する意欲が高まりましたか。 2.8 2.8 3.0 11 33 9 4 3.3 3.0 2.8

保護者 子どもは、学校生活を通して、自ら考え、自ら行動する意欲が高まりましたか。 3.0 2.9 3.1 10 31 6 1 3.1 2.9 3.3

教員 学習指導を充実させているか（授業の徹底・わかる授業・資格試験・授業時間の確保等） 3.2 3.3 3.2 2 9

生徒 あなたは、授業や学習を通して、以前よりも基礎学力がついた実感がありますか。 3.0 2.9 3.0 9 38 5 1 4 2.7 2.9 2.9

保護者 子どもは、学習指導を通して、以前よりも基礎学力が高まりましたか。 2.9 2.8 2.7 7 17 23 1 2.8 2.5 2.8

教員 上級学校・企業・関係諸機関との連携を密にし、望ましい職業観・勤労観の育成に努めたか。 3.3 3.2 3.1 1 10

生徒
あなたは、体験的活動（農業体験・職場体験・地域学習）や進路ガイダンスを、自分の進路を考
える際の参考にしていますか。

3.3 3.1 3.1 19 29 6 2 1 2.9 3.2 2.9

保護者 学校は、進路についての適切できめ細かな指導を子どもに行っていますか。 3.0 3.2 3.1 8 23 6 1 10 2.9 2.7 3.4

教員 地域と結びついた学びを促進し、地域や社会に貢献しようとする意欲を育成できたか。 2.9 3.1 3.2 3 7 1

生徒 あなたは、地域活動や探究学習を通して、地域に貢献しようとする意欲が高まりましたか。 2.6 2.8 2.9 12 30 10 3 2 2.9 2.9 2.9

保護者 子どもは、地域活動や探究学習を通して、地域に貢献しようとする意欲が高まりましたか。 2.8 2.9 2.9 9 22 14 3 2.9 2.9 2.9

教員
地域（保育所や小学校など含む）との交流やボランティア活動を通して、自己肯定感を高めるこ
とができたか。

2.9 2.8 9 2

生徒
あなたは、地域（保育所や小学校など含む）との交流やボランティア活動に積極的に参加してい
ますか。

2.5 2.4 2.7 9 25 14 4 5 3.0 2.4 2.9

保護者
学校は、地域（保育所や小学校など含む）との交流やボランティア活動を積極的に進めています
か。

3.4 3.2 3.3 15 33 3.4 3.3 3.4

教員
遅刻防止やあいさつ、言葉遣いの指導など、生徒の基本的生活習慣の確立のための有効な指導が
できたか。

3.1 2.8 2.6 7 4

生徒
あなたは、学校生活を通して、基本的な生活習慣（あいさつ、時間の厳守、言葉遣いなど）が身
につきましたか。

2.9 2.9 3.2 15 35 5 2 2.8 3.1 3.1

保護者
子どもは、学校生活を通して、基本的な生活習慣（あいさつ、時間の厳守、言葉遣いなど）が身
につきましたか。

2.9 3.0 2.9 7 31 8 2 3.0 2.5 3.1

教員 教育活動全体を通して、心身ともに健康でたくましい生徒の育成に努めたか。 3.0 3.1 2.7 8 3

生徒
学校は、授業や学校行事・部活動を通して、心身ともに健康でたくましい生徒の育成に努めてい
ますか。

3.0 2.9 3.1 15 27 9 2 4 3.3 3.1 2.8

保護者
学校は、授業や学校行事・部活動を通して、心身ともに健康でたくましい生徒の育成に努めてい
ますか。

3.1 3.2 3.2 11 28 4 1 4 3.2 2.9 3.2

教員 教育活動全体を通して、生徒に「将来の夢や目標に向かって学び続ける力」を育成できたか。 2.8 2.8 2.7 1 6 4

生徒 あなたは、学校生活を通して、夢や目標に向かって自主的・継続的に学ぶようになりましたか。 2.7 2.8 3.0 15 29 7 4 2 3.2 2.8 2.9

保護者 子どもは、学校生活を通して、夢や目標に向かって自主的・継続的に学ぶようになりましたか。 2.9 2.8 2.8 8 22 15 2 1 2.9 2.6 3.0

教員
特別支援教育や教育相談の観点から、教科指導・生徒指導、個別の支援の充実を図ることができ
たか。

3.3 3.5 3.1 2 8 1

生徒
あなたは、悩みがある時、教職員（担任をはじめとする教員・養護教諭・図書館司書など）、ス
クールカウンセラー・教育相談員に相談ができていますか。

2.7 2.7 2.7 10 24 13 8 2 2.5 2.9 2.6

保護者
あなたは、子どもの悩みや問題について、必要なときに教職員（スクールカウンセラーや教育相
談員を含む）に相談できていますか。

3.0 2.9 3.0 8 22 10 1 7 2.8 2.6 3.3

教員
教育活動全体を通して、生徒に「自他の人権を尊重しながら、思いやりのある人間関係を築いて
いく力」を育成できたか。

3.1 2.6 2.7 8 3

生徒
あなたは、学校生活を通して、自他を大切にし、思いやりのある人間関係をつくる力が高まりま
したか。

2.9 3.0 3.3 18 33 3 0 3 3.1 3.3 3.1

保護者
子どもは、学校生活を通して、自他を大切にし、思いやりのある人間関係をつくる力が高まりま
したか。

2.9 3.1 3.1 33 9 2 1 0 3.4 2.9 3.2

教員 施設・設備の充実と保全、校舎内外の適切な環境整備がなされたか。 3.1 3.3 3.4 4 7

生徒 学校は、生徒の環境安全に配慮し、施設・設備の点検や保全を行っていますか。 2.9 3.0 3.1 16 27 7 2 5 3.8 3.2 2.9

保護者 学校は、子どもの学ぶ環境に配慮し、施設・設備の点検や保全、美化活動を行っていますか。 3.2 3.2 12 24 5 7 3.2 3.1 3.2

Ｓ： 達成できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 評点： ４．０　　　～３．５以上
Ａ： 概ね達成できている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 評点： ３．５未満～３．０以上
Ｂ： まだ達成できているとは言えない。・・・・・・・・・ 評点： ３．０未満～２．５以上
Ｃ： 達成できていない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 評点： ２．５未満～１．０

※評価（評点）は、教員･生徒・保護者の評点の平均値。

地域に出て行く学びは実生活に役立つものであると同時に、地域の人達にとっ
ても非常に嬉しいことである。先般の「うやま米」に関する一連の協働や販売
促進の提案を、宇山の人達も大変喜んでおられた。これを機にこうした取り組
みをどんどん進めていってほしい。

※アンケートは生徒５８名、保護者４８名、教職員１１名

　　０：わからない　は評点に算入せず　　

3.0
(A)

掛合分校の良いところは、どの生徒もそれぞれに居場所があるところだと思っ
ている。そういう面で人間関係を築く力が向上したと先生や子どもたちが答え
ているのは、相談体制やカウンセリングの方法がうまくいっている証拠だと思
う。今後も人権感覚の醸成を図るとともに人間関係構築力を身に付けさせてほ
しい。

3.2
(A)

・概ね肯定的な評価をいただいた。校舎の長寿命化工
事が完了し、外観内装ともに大幅に環境が改善され
た。また、コロナ感染対策の面から、寄宿舎設備が大
幅に改善が行われた。

〇引き続き老朽箇所や危険箇所を未然に点検し、生徒
の安全・健康、環境改善には最大限の注意を払ってい
きたい。

校舎が大変きれいになった。学習環境も変わったが、新型コロナウイルス感染
症の拡大によって学校の生活スタイルも大幅に変わったことと思う。掛合分校
で学びたい子どもに更に魅力ある教育を提供っしてほしい。掛合分校では、今
年度初めて推薦入試を実施されたと思う。これは画期的な取り組みであり続け
ていってほしい。いずれは、中学校の校長推薦というかたちではなく、自分か
ら学校を選び、自己推薦によって推薦試験を受ける時代になると思われる。ま
すます分校の魅力を高めていってほしい。

(A)

2.9
(B)

・３年間の学校生活に対する見通しを持つこと、自律
的に「振り返る」→「改革する」→「再挑戦する」力
をつけることが必要であると思われる。

〇３年間の進路学習や進路決定までの流れを入学時に
生徒に示す。また、２年次、３年次の始めに新しい１
年の過ごし方を生徒自身に考えさせる。そのために
キャリアパスポートや手帳を有効に利用させる工夫を
する。

掛合分校の教育力は素晴らしいので、ここで学びながら「私も教師になってみ
たい」という生徒が出てくると更に良いと思う。部活動も社会体育との接点を
探る時代が来ているが、部活でなくとも生徒たちが社会に出て地域の人達にも
お世話になっていくのは、時代の流れかもしれない。地域社会に出ていろいろ
なことを学びながら、子どもたちも自分の夢を実現していけば良いと思う。

生徒評価及び保護者評価を見てみると、コロナ禍でも学校は対策を十分にとっ
て、学習活動の質が落ちないように一生懸命に取り組んでおられることが分か
る。

４
　
安
心
・
安
全
な
学
び
の
環
境
づ
く
り

 (1) 生徒理解と組織的な支援

 (2) 人権教育・道徳教育の推進

 (3) 教育環境・生活環境の整備

2.9
(B)

・生徒21名（36%）、保護者11名（23%）が「あ
まり・全く思わない」と回答。また（15%）の保護
者は「分からない」と回答している。相談しにくいの
か、必要としていないのか、相談申込みの方法
（SC、教育相談員）が周知できていないのか、回答
の内容を精査していく必要がある。
〇困っているときに相談しやすい雰囲気や信頼関係づ
くりに今後とも力を入れたい。また、特別支援教育や
教育相談の観点からの、学習面・生活面の指導の充実
を一層進めていきたい。

・人間関係を築く力について、教員・生徒ともに評価
が向上した。全教職員で生徒の相談にあたる体制が機
能していると思われる。
○相談体制やクラス単位での生徒への働きかけは機能
しているが、年間を通じた指導体制については再考の
余地があると考えており、年間を通じた計画を立て、
あらゆる面で人権感覚を磨く場面をつくっていきた
い。

３
　
自
己
管
理
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己
肯
定
・
自
己
実
現

 (1) 「当たり前」の実践

 (2) 部活動や行事への参加

 (3) 体験学習、進路研究、面談

2.9
(B)

・２，３年生の評価結果は、３年間の積み上げの結果
とみている。１年生に「指導されている実感がない」
のは、指導を受けた経験（記憶）がないからかどうか
分析の必要がある。

〇個別指導は、色々な場面で行われている。全体への
指導も伝わる方法（言葉）でタイミングよく、年間
（機会）を通して伝えていく必要がある。

令和元年度・令和２年度、そして令和３年度と経年比較をしてみると、地域と
結びついた学びには評価が上向く傾向がある。文化祭では、吉田町宇山地区の
「うやま米」の販売を学校を挙げて取り組まれたようだが、こうしたものは単
に「祭」に終わらず、地域との交流を深めることによって協働の喜び、社会で
通じるマナーの習得など、学校だけでは得られない体験をする貴重な機会であ
る。今後とも継続してやって欲しいと思う。

3.0
(A)

・昨年度同様、関わる生徒とまったく関わらない生徒
に、二分化されてしまった。一部活発な部活動はあっ
たが、広く活躍したことが結果に反映されてない面が
ある。少数の生徒のニーズに応えることができたのは
成果。

〇放課後の帰宅バスの時間制約もあり、多くの生徒に
参加させるのは難しいが、積極的な参加を促す工夫を
今後も検討したい。

先程、課外活動での活躍の話を伺ったが、部活動をする際には県外であったよ
うな強制的勧誘は避け、あくまでも本人の意思や希望を尊重してほしい。そう
することによってまた、良い結果も生じると思われる。また、部活動は規律を
学ぶ場所でもあり、続けていくことで生活習慣も改善し、家庭において心配さ
れているSNSやゲームへの依存度、メディア漬けといった弊害も除去できると
思う。そして提案したいのが、「掛合太鼓」への挑戦である。自分の子どもも
野球部を辞めて一時はやる気が失せていたが、「掛合太鼓」に出会ったことで
毎日がとても充実していると感じてる。ジュニア大会などにも参加している。

3.0
(A)

・コロナ禍の制約下で、地域社会と連携した体験活動
や課題解決型の探究活動など活発に実施できた。行動
を通じて地域や社会への貢献意欲を高めるには課題が
ある。

〇地域と連携した体験活動は目標を明確にし、単なる
体験で終わらず、探究心を育て自分自身の成長につな
がるよう、振り返りを適切に行うことで成果を実感さ
せ貢献意欲を向上させていきたい。

体育祭・文化祭などに直接出かけて気づいたことだが、掛合分校の生徒は自分
に自信を持っていない人が多い気がする。身体は大人でも心はまだまだ子ども
というアンバランスを抱えている場合が往々にしてある。学校においては、時
には外部講師なども招いて、「人間は変わろうと思えば、いくらでも変われ
る」ということを学校の方でも、いろいろな機会を見つけては子ども達に働き
かけてもらうと良いと思う。

3.0
(A)

・コロナ禍で、昨年同様、児童クラブボランティア、
配食ボランティア、かけや祭りボランティアなど、活
動ができないものが多かった。その中で、ゴミゼロ大
作戦や小学校との交流活動や保育所での保育実習は行
うことができた。保護者の評価が高い。
〇引き続きコロナの状況を地域学校関係者間で協議し
ながら、できる範囲での実施を目指すとともに、今の
状況でもできる新しい活動ややり方を考え、生徒の自
己有用感を高めていきたい。

掛合分校の教育力に期待しているところである。中学校時に学校へ行けな
かった生徒が高校においては登校し授業を受け卒業していく事実は、中学
校時代には考えられなかったことで、大変ありがたいことだと感じてい
る。これが掛合分校の教育力といっていい。

(A)

(B)

２
　
地
域
・
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献
意
欲
の
向
上

 (1) 掛高版キャリア教育の推進

 (2) 地域と結びついた学び

 (3) 異世代や他文化との交流

3.1
(A)

・進路希望が固まった生徒や方向性が定まった生徒に
対する個別の情報提供や指導はできつつあるが、自分
の進路をなかなか決められない生徒に対する手立てが
必要である。

〇１年次からの計画的なキャリアカウンセリングが必
要。LHRなどを利用して計画的に行うために、進路指
導部で３年間の流れを作る。また、学期に１回程度
LHRを進路学習にあて、教材を担任に提案する。

島根県立三刀屋高等学校掛合分校   

R3 アンケート結果 自己評価 学校関係者評価

１
　
基
礎
学
力
の
定
着

 (1) 身近な達成目標や節目の設定

 (2) 小さな達成の積み重ね

 (3) 新課程を見据えた研究

3.0
(A)

・おおむね生徒が自主的に取り組むことができた。１
年生については、客体感のある生徒がみられる。一人
一人に身近な達成目標や節目ごとの設定を立てさせ、
引き続き主体的に学ぶ意欲を育成する必要がある。

〇コロナ禍の中、生徒の方からの工夫が出てくるよう
になっているので、先輩の学年を手本として、自主性
がうまく引き継がれるようになれば良い流れができる
と考えたい。

色々な生徒がいると思うが、コロナ禍の中でも、子どもたちを見守りそれぞれ
の居場所づくりに懸命に頑張っておられる先生方に感謝したい。生徒評価資料
にあるように、生徒の満足度は７８．９％に上っている。生徒向けアンケート
項目に出てくる「分からない」と答えた生徒の存在が気になる。やる気のなさ
なのか、本音なのか分からないが、こういったものが無くなると良いと思う。
１人ひとりの生徒に「あなたの役割はこうだよ」と、先生が指し示すことに
よって、生徒は実感をもって生活していけるようになると思う。そこから自主
的な学習も始まっていくはずである。

3.0
(A)

・基礎学力の向上のための学校での取り組みは各教科
行っているが、生徒を含め実感するほどの基礎学力向
上には至っていない。

〇授業の改善
〇定期試験への事前取り組みの強化、授業から家庭学
習につなげる工夫啓発などの改善
〇資格試験へのチャレンジ、進路指導部実施の基礎力
テストの有効活用

資格取得に関して、学校の先生も生徒自身も前向きに取り組んでいる様子が窺
えた。今後も継続してやってもらいたい。基礎学力向上に関して、生徒よりも
先生方の評価は自分たちに厳しいが、いろいろな取り組みを授業の改善に繋げ
ていってほしい。

(A)


